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第３６回国際宝飾展（ＩＪＴ２０
２５、主催：ＲＸ　Ｊａｐａｎ／日
本ジュエリー協会）が、１月１５
日から１８日、東京ビッグサイト
で開催され、盛況のうちに幕を閉
じた。
４日間の会期中、国内外から２
０,４２９人が来場。そのうち６,
４８２人が特別招待バイヤーだっ
た。こうした商談意欲の高い有力
バイヤーに加え、近年注目されて
いるのが在日ソーシャルバイヤー
の存在。スマートフォン片手にビ
デオ通話で積極的に自身の顧客と
商談を行う姿は、昨今のＩＪＴで
はすっかりお馴染みの光景となっ
た。
今回のＩＪＴには、世界２０カ
国・地域から６１０社が出展。国
内エリア、海外エリア、ダイヤモ
ンドワールドをはじめ、パール、
ジェムストーン、ガールズジュエ
リー、合成ダイヤモンド、デザイ
ナー／クラフトマン、催事関連な
ど、多彩なゾーンを構成した。特
に近年は、サステナビリティや最
新技術をテーマとした展示が目立
ち、エシカルジュエリーや環境に
配慮する素材を使用した製品が来

場者の関心を集めた。
また、合成ダイヤモンドの出展
が体感的に増加しており、日本市
場においても徐々にその認知が広
がっている様子が伺えた。３Ｄプ
リンター、ＡＩデザインツール、
ＶＲ／ＡＲソリューションといっ
たテクノロジーも散見され、デザ
イン革新や販売方法の多様化が今
後さらに加速していくことが予見
された。
会期中はセミナーも充実し、Ｉ
ＪＴ主催およびＪＪＡ（日本ジュ
エリー協会）主催のセミナーで
は、業界の最新トレンドや技術に
関する活発な情報が発信され、参
加者の知識向上に貢献した。
「サステナビリティへの意識の
高まりを感じた」「新しい技術と
デザインの融合に感動した」とい

った来場者の声や、「多くのバイ
ヤーと直接話すことができ、有意
義な機会となった」という出展者
の声に代表されるように、今回の
ＩＪＴも、業界の未来を牽引する
新たな潮流を示す場となった。
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多くの来場者で賑わう「第36回国際宝飾展」会場

ＳＮＳの活用を呼びかけるＩＪＴセミナー

 ＩＪＴ２０２５  国内外２万人が来場、出展は６１０社

神戸（５月）、横浜（１０月）でも宝飾展を開催
ＲＸ　Ｊａｐａｎは、今後も神戸
（５月１５～１７日、神戸国際展
示場）、横浜（１０月２９～３１
日、パシフィコ横浜）、さらに、
来年２０２６年にも東京（１月１
４～１７日、東京ビッグサイト）
で国際宝飾展の開催をそれぞれ予

定している。出展を検討している
企業は、下記ＱＲコードより資料
が請求できる。
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協同組合日本ゴールドチェーン
（ＮＧＣ）は１月１４日、品川プ
リンスホテルで賀詞交歓会を開
催。加盟店、指定商社、来賓、報
道関係者ら１００人以上が参集
し、盛況を博した。
会ではまず、三村真二理事長が
登壇。昨年の活動を総括し、会員
間の結束を固め、業界を牽引する
決意を表明した。特に、若手経営
者の活躍を称賛、団結力と結束力
を基盤とした情報共有の重要性を
強調した。また指定商社との連携
強化を通じて、より良い商品と企
画を提供し、業界全体の発展に貢
献していく姿勢を示した。
来賓として招かれた日本ジュエ
リー協会（ＪＪＡ）長堀慶太会長
は、市場の現状分析を踏まえ、国

内ジュエリー業界の活性化に向け
た提言を行った。海外ブランドの
台頭を指摘しつつも、ＮＧＣとの
協力を強化、地域に根差したジュ
エリー文化の再興に向けて共に歩
むことを約束した。
新社長・新加盟店紹介では、石
井時計店の石井玲奈社長、伊藤宝
石店の伊藤大輔社長が、それぞれ
の抱負を述べた。また、ジュエリ
ーカミネ、エレガンス吉田、セキ
ネの各社代表も、ＮＧＣの一員と
して業界を盛り上げる決意を新た
にした。
三村理事長からは、６月のアメ
リカ西海岸流通視察ツアーの詳細
が発表。会員だけでなく、指定商
社の参加も促し、グローバルな視
点を養うとともに、相互理解を深

なお賀詞交歓会に先立ち、NＧ
Ｃ（三村真二理事長）とジェイ・
ジー・パートナーズ（渡邉義久社
長）は記者会見を開き、２０２４
年８月期の決算状況と今後の戦略
を発表した。
ＮＧＣ加盟店数は５３社、売上
高は５１２億円、前年比９７.４％
であった。上場企業を除く加盟店
売上は３１１億円、前年比１２２.
４％と大幅増。宝飾部門は１０２.
９％、時計部門は１２０.２％、眼
鏡部門は１０１.８％とそれぞれ売
上を伸ばした。ＮＧＣ全体の収益
は前年比１１０.５％と２桁増を達
成した。この好調の背景には、委
員会活動によるオリジナル色石催
事「Ｃｏｌｏｒａｒｅ」の開発、地
金商品の委託販売システム導入が

貢献した。
新規加盟店とし
て、大阪のジュエ
リーカミネ、奈良
のエレガンス吉
田、更に今年和歌
山のセキネが加わ
ったことが報告さ
れた。
海外視察ツアー
は、６月にアメリカ西海岸へ実施
が決定。加盟店に加え、指定商社
にも参加を呼びかけ、２０社程度
の参加が見込まれている。さら
に、ＪＣＫ（ラスベガス）への参
加も検討されている。
今後の戦略としては、指定商社
との取引を拡大し、より多くの企
業との密接な連携を目指す。地金

めることを目指すと述べた。
また、日本クレシス社との共同
開発による販売・顧客管理システ
ムの導入を推進し、加盟店の業務
効率化、顧客満足度向上を図る方
針を推奨した。
乾杯の発声は、新栄商会の川口
哲生社長が務め、会員企業、指定

商社が一丸となって業界を盛り上
げることを力強く訴えた。
宴席では、参加者らが活発に情
報交換を行い、新年の抱負を語り
合った。各テーブルでは、新たな
ビジネスチャンスを模索したり、
業界の課題について意見を交わす
姿が見られた。

今回の賀詞交歓会は、ＮＧＣが
更なる飛躍を誓うと共に、会員間
の結束力を固め、指定商社との連
携を深める重要な機会となった。
新年の幕開けに、業界全体が活気
づくことを予感させる、熱気に満
ちた会となった。

ＡＪＯＣ（オールジャパンメガ
ネチェーン）は１月１５日、品川
プリンスホテルで【２０２５年Ａ
ＪＯＣ新春懇親会】を開催した。
加盟店をはじめ、取引先、関係
先、報道関係者など６６社８５人
が参加し、新年の挨拶を交わし、
交流を深めた。
午後６時３０分、ＡＪＯＣ森信
也商品委員長の言葉で開会。能勢
仁理事長が登壇し、「現在ＡＪＯＣ
のメンバーは２６社。それぞれの
店舗が地域に根ざした活動を行っ
ている。今後も、私たちのビジョ
ンケア活動に協力、共感いただけ
る眼鏡店を仲間に迎え入れ、さら
なる発展を目指したい。ＡＪＯＣ
の加盟店は、それぞれ独自の企業
文化を持ちつつも、ビジョンケア
を推進するという理念の下に集ま
っている。加盟店同士のつながり
は緩やかで自由だが、根底にある
結びつきは強い。これからも共に
未来を切り拓くため、アイデアや
知恵を出し合って歩んでいきた
い」と述べた。
その後、昨年新たに加盟した中
村眼鏡店（横浜市）の中村兼三氏

を紹介。中村氏は「自分は結構真
面目なタイプだと思う。面白みの
ない人間と思われるかもしれない
が、末永く付き合っていただきた
い。メンバーの皆さんと研鑽を重
ね、共栄会の皆さんの支援を受け
ながら、少しずつ良い会社にし
て、自分たちの仕事に誇りを持て
るスタッフを一人ずつ育てていき
たい」と挨拶した。
来賓を代表し、セイコーオプテ
ィカルプロダクツ岩崎淳社長の挨
拶に続き、ＡＪＯＣイメージキャ
ラクター・春風亭昇太氏の音頭で
乾杯し、祝宴が始まった。

加盟店・商社と連携強化、業界活性化へ

加盟店売上高は前年比１２２．４％、オリジナル商品が好調

NGC　令和７年賀詞交歓会

新たな仲間を迎え結束をより強固に
ＡＪＯＣ新春懇親会　加盟店・関係者８５人が交流

大阪ジュエリー工芸協同組合は
１月８日、天王殿にて「２０２５
年（令和７年）第６０回新年会」
を盛大に開催した。節目の６０回
目を迎え、業界関係者や来賓が集
い、活気に満ちた会となった。
式典は小玉副理事長の開会の辞
で幕を開け、続いて池田謙一理事
長が登壇。能登地方の地震や豪雨
の被害へのお見舞いの言葉を述べ
た後、新年の挨拶を行った。
池田理事長は、昨年の金の価格
高騰、物価上昇、そしてコロナ禍
の影響といった厳しい状況を振り
返り、業界が多くの困難を乗り越
えてきたことを強調。さらに、２
０２５年の大阪・関西万博への期
待を示し、万博が宝飾業界に大き
なビジネスチャンスをもたらすと
述べ、海外顧客への魅力的な商
品・サービスの提供が重要である
と語った。
来賓を代表し、大阪府商工労働
部雇用推進室人材育成課の竹井沙
江子課長補佐と大阪府中小企業団
体中央会の谷山真記子事務局長か
ら祝辞が述べられた。
他の来賓を紹介し、祝電を披露
した後、昨年秋に開催された「第
２１回大阪ジュエリーデザインコ
ンテスト」の表彰式を挙行し、別
記の通り表彰を行った。

乾杯は、大阪府職業能力開発協
会梅川雅章課長が音頭を取り、
「技能検定試験への協力に感謝す
るとともに、貴組合の発展を心よ
り祈念する」として乾杯を唱和し
た。祝宴では、参加者同士が新年
の挨拶や和やかな歓談を交わし、
途中大阪府高槻市出身の津軽三味
線奏者、徳田恵美さんの生演奏も
行われ、盛り上がりを見せた。最
後は麻野副理事長の中締めで散会

大阪・関西万博は大きなチャンス
大阪ジュエリー工芸協組　60周年を飾る新年会を開催

全国から１００人以上が参集したNGCの令和７年賀詞交歓会

第２１回大阪ジュエリーデザインコンテストの各受賞者

やダイヤモンド等の委託販売シス
テムの活用を推進し、会員企業の
収益拡大を図る。インバウンド客
の取り込み、リフォーム・リペ
ア・リサイクル等の需要にも応え
ていく。
ＮＧＣは、今後も加盟店、指定
商社とともに、業界の活性化に貢
献していくと強調した。

挨拶する池田理事長

となった。

●大阪府知事賞：蕭力嘉（佐々木金光堂）
●大阪府職業能力開発協会会長賞：池田香織（アトリエいけだ）
●大阪府中小企業団体中央会会長賞：カルティカサリハリヤント（佐々木金光堂）
●ビジネスガイド社社長賞：西上哲男（アトリエＪ・４Ｂ）
●大阪ジュエリー工芸協同組合理事長賞：王君瀾（ヒコ・みづのジュエリーカレッジ大阪校）
●日本宝石協同組合理事長賞：松岡優奈（ヒコ・みづのジュエリーカレッジ大阪校）
●専門学校ヒコ・みづのジュエリーカレッジ大阪校長賞：杉本雅之（サンマックス）
●技稜会会長賞：溝手良子（ヒロウミ）　 　　　　　　　　　　　　　※敬称略

第２１回大阪ジュエリーデザインコンテスト受賞者

新年の挨拶を述べる、能勢理事長

記者会見に臨む三村理事長と、渡邉社長
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東海眼鏡協議会は１月２１日、
名古屋・栄の東京第一ホテル錦に
て恒例の新春互礼会を開催した。

愛知、岐阜の眼鏡小売店とその取
引先メーカー・商社、来賓など
４０人以上が出席し、新年の挨拶
を交わした。
互礼会に先立ち、午後５時
より「『目の啓蒙活動で消費
者意識を育てる』～眼鏡を売
るだけが眼鏡店のお仕事？
～」をテーマとした講演会が
実施された。講師は「めがね
の雅」代表であり、ＥＹＥ　
ＶＩＳＩＯＮ　ＰＲＯＪＥＣＴ石
川代表の北上雅義氏。金沢で

眼鏡店グループを立ち上げ、眼科
医と連携した目の啓蒙活動を推進
する北上氏は、「目の構造や重要
性について消費者に説明する責任
がある」と強調した上で、グルー
プの活動内容や、消費者の視覚に
関する意識を高めることの重要性
を訴え、参加者は熱心に聴き入っ
た。
講演会終了後、会場を移して互
礼会が開催された。冒頭、同協議
会平岩幸一代表幹事は、眼鏡業界
の現状と眼鏡作製技能士について
言及し、更に「今年は巳年。蛇が
脱皮して大きくなるように、業界
も時代に合わせて変化する必要が
ある。愛知、岐阜の眼鏡組合、メ
ーカー、卸の協力で業界全体が新
たな形で脱皮できるよう努めた
い。本年もどうぞよろしくお願い
する」と挨拶した。
来賓を代表して、愛知県中小企
業団体中央会佐々木靖志専務理
事、（公社）日本眼鏡技術者協会
木方伸一郎会長、名古屋眼鏡小林
成年社長らが祝辞を述べた。その
後、他の来賓が紹介された。
アイバンク目録贈呈式では、平
岩代表幹事から公益財団法人愛知
県アイバンク協会寺崎浩子理事長

愛知県時計貴金属眼鏡協同組合
は１月１６日正午から、名古屋・
東新町の木曽路瓦町店にて【令和
７年新年会】を開催した。
新年会に先立ち理事会が開か
れ、冒頭挨拶に立った高田妙明理
事長は、年始の挨拶とともに「仕
入れ会や尾張名古屋の職人展な
ど、今年も可能な限り活動ができ
るよう努めて参りたい。組合員の

皆様方には引き続きご理解とご協
力を賜るようお願い申し上げる」
と述べた。その後、店頭の幟の組
合事務局での取り扱い方や電池交
換などについても、意見や情報が
交換された。
理事会終了後、新年会に移行
し、関雅則副理事長の音頭で乾杯
を唱和。和やかな歓談が続いた。

眼鏡業界の新たな「脱皮」を目指す
東海眼鏡協議会　新春互礼会

組合活動の推進に、協力を呼びかけ
愛時協、新春の集い

（一社）日本ジュエリー協会
（ＪＪＡ）では、ジュエリーに関
する幅広い知識を持ち、顧客に対
して適切なアドバイスや提案がで
きる人材を育成することを目的に
「ジュエリーコーディネーター
（ＪＣ）」資格制度を推進してい
る。
資格には１級から３級まであ
り、現在７,６００人が取得してい
る。
今回は、そんなＪＣの一人神谷
小絵さん（プリモ・ジャパン）に
スポットを当てて、資格取得の経
緯や勉強法などを聞いた。

●　　●　　●

記者：神谷さん、本日はよろしく
お願いいたします。まず、現在の
お仕事内容について教えて下さ
い。
神谷：よろしくお願いいたしま
す。私は店舗には所属していない
のですが、アイプリモ７２店舗と
ラザールダイヤモンド１５店舗の
両ブランドを担当させていただい
ています。職種はセールスマネー
ジャーで、主な業務は全体販売の
方針決定と、その浸透です。た
だ、週末には店舗で接客に入り、
私自身もお客様への販売を行って
おります。
記者：幅広いブランドを担当され
ているのですね。次に、ジュエリ

ーコーディネーターの資格取得を
目指されたきっかけを教えてくだ
さい。
神谷：２級の資格は、入社6年目
のタイミングで取得しました。き
っかけは、当時の社内制度が大き
かったですね。売上累計で目標額
を達成し、かつ２級資格を取得し
た社員に、１カラットのネックレ
スをプレゼントするという制度が
あったんです。その売上目標をク
リアできたので、これを機に2級
に挑戦しようと思いました。
記者：資格取得のために、どのよ
うな勉強をされましたか？
神谷：とにかく過去問を完璧にな
るまで繰り返し行いました。
記者：資格取得にあたって、また
取得後に会社からのバックアップ
などはありましたか？
神谷：はい、初回の受験料は会社
負担でした。また、２級取得者は
給料に毎月資格手当が加算されま
す。私が取得した時には、売上累
計目標達成と２級取得の両方を満
たしたので、１カラットのネック
レスをいただくことができまし
た。
記者：資格を取得されて、実務で
役立ったと感じることはあります
か？
神谷：はい、知識がより増えたこ

とで、接客に自信を持って対応で
きるようになりました。お客様か
ら様々な質問をいただきますが、
資格で得た知識を基に、より的確
に、そして自信を持ってご案内が
できるようになりました。販売を
する上で個人的に大切だと感じて
いることは、自信をもって接客で
きるかどうかだと思っています。
自信は言葉や表情に表れるので、
自信のない接客をされると、お客
様は不安に思われるのではないで
しょうか。経験ももちろん大事で

すが、まず自分だけでできること
として、知識をつけることが大切
です。それにより、提案やお客様
への納得感が変わってきます。お
客様にとって安心したお買い物と
なるよう、資格取得は大きなポイ
ントになると思いますので、ぜひ
挑戦されるといいと思います。
記者：なるほど。知識は自信に繋
がると言うことですね。先日開催
された「第８回ＪＣ接客コンテス
ト」で第３位に入賞されたそうで
すね。コンテストに向けて何か準
備をされましたか？
神谷：はい、ありがとうございま
す。コンテストに向けては、普段
取り扱う商材がブライダルのみ
で、１～２時間のコンサルティン
グセールスが中心なので、コンテ
ストの１０分間でクロージングま
で持っていくという、求められた
スキルを1から見直しました。ま
た、色石の勉強も行いました。
記者：普段の業務とは異なるスキ
ルが求められたんですね。コンテ
ストに出場されたときの気持ちは
どうでしたか？
神谷：正直、通るとは思っていま
せんでしたので、２次審査は特に
記念受験の気持ちが大きかったで
す。もし、他の参加者の方の接客
を見ることができれば、良いとこ

ろを学ばせていただいて、自分自
身が学びになったことを自社に活
かせればと思っていました。最終
審査は、今までやってきたことを
しよう、楽しもうという気持ちで
臨んだのですが、納得できる接客
ができなかったことが悔やまれま
した。ただ、自分にとって販売
力、精神力を見直す非常にいい経
験となりました。
記者：貴重な経験をされたのです
ね。コンテストに出場されてか
ら、何か反響はありましたか？
神谷：はい、自分がまさかファイ
ナリストになると思っていなかっ
たので、社内では特に伝えていな
かったのですが、結果を知った方
から「おめでとう」のお声や、お
褒めの言葉をいただき、嬉しく感
じています。
記者：最後に、今後の目標や展望
について教えてください。
神谷：今後も、お客様に寄り添っ
た提案を続けていきたいと思って
います。また、今回のコンテスト
で得た経験を活かし、自身の成長
に繋げていきたいです。そして、
後輩の育成にも力を入れていきた
いと思っています。
記者：本日は、貴重なお話をあり
がとうございました。神谷さんの
今後のご活躍を応援しておりま
す。

I N T E R V I E W

神 谷 小 絵
(かみやさえ：JC2級)

●

資格取得日
２０１９年８月

ジ ュ エ リ ー コ ー デ ィ ネ ー タ ー イ ン タ ビ ュ ー 　 ＜ 神 谷 小 絵 さ ん （ プ リ モ ・ ジ ャ パ ン ） ＞

知 識 が 増 え た こ と で 、 接 客 に 自 信

愛時協の新年会。奥は挨拶を述べる高田理事長

熱心な聴講が続く講演会場

アイバンク目録贈呈式に臨
む平岩代表幹事㊨と寺崎
理事長㊧

へ目録が贈呈され、寺崎理事長か
ら平岩代表幹事へ感謝状が贈られ
た。
愛知県眼鏡小売商協同組合井上

敬康副理事長の音頭による乾杯で
祝宴が始まった。出席者同士が新
年の挨拶を交わし、和やかな歓談
が続いた。



充実した設備と高度な技術で
時計のアフターサービスに
真剣に取り組んでいます。

内外各種ブランド時計の修理について
気軽にご相談下さい。

有限
会社木村時計店

代表者　木村善一

名古屋市中区栄5丁目4番5号　モントルビル
TEL 052-262-0361 FAX 052-262-0363　〒460-0008
http://www.kimura-watch.co.jp/

TE

名称：山梨ジュエリーフェア2025（YJF2025）
会期：2025年4月9日（水）～11日（金）10：00～

18：00（最終日は17：00）予定
会場：アイメッセ山梨（山梨県甲府市）
主催：協同組合　山梨県ジュエリー協会

中 部 時 眼 宝 飾 新 聞
（4）

２０２５年２月号

t h e  c h u b u  j i g a n h o s h o k u  p r e s s

２０２３年、眼鏡小売店ＴＯＰ１
００社の売上高合計は４,７８３億
円を超え、前年比４.６%増加し
た。これはコロナ禍以前の売上高
を上回る水準である。眼鏡売上高

眼鏡市場の売上高と平均単価は、近年、上位１００社の動向に大きな
影響を受けている。
ここでは、ＴＯＰ１００社の売上高合計と眼鏡売上高の推移、平均単
価階層別の売上高とその傾向、1店舗当たりの平均売上高と従業員数の
動向について解説する。

は３,５９４億円と、売上高合計に
占める割合は８３.３％に達して
いる。これは、上位１００社の眼
鏡販売が市場全体に大きな影響を
与えていることを示している。

平均単価階層別に売上高を見る
と、「超低価格業態」（平均単価１

万５千円未満）が６.６％増、「低
価格業態」（１.５～３万円未満）

が３.０％増、「中価格業態」（３
～４万円未満）が５.３%増、「高
価格業態」（４～５万円未満）が
０.１％増、「超高価格業態」（５
万円以上）が１５.６％増と、全
ての階層で増加している。
特に注目すべきは、「超高価格

どうなる眼鏡専門店、どうする眼鏡専門店どうなる眼鏡専門店、どうする眼鏡専門店

㈱フレネルライン代表
竹  本  圭  太

眼鏡市場における
売上高と平均単価の動向

～２０２４年眼鏡DBの実績から見る
　    眼鏡専門店市場の現状と未来展望～ ③

２０１２年から２０２３年全国眼鏡販売店の店舗推移表

２０１２年から２０２３年全国眼鏡販売店の店舗推移表

TOP100社の売上高と眼鏡売上高の推移

平均単価階層別の売上高とその傾向

業態」の伸び率が最も高いことで
ある。
これは、高価格帯商品を求める
消費者が一定数存在することを示
唆している。
一方で、売上高全体に占める割
合が最も高いのは「低価格業態」

であり、依然として低価格帯商品
が市場の主流であると言える。

２０２３年、ＴＯＰ１００社の１
店舗当たりの平均売上高は８,１
９６万円と、前年比２.４%増加し
た。
一方、従業員数は２８,０６２人
と、前年比で５０３人減少してい
る。このことから、１店舗当たり
の従業員数は減少傾向にある一方
で、１人当たりの売上高は増加傾
向にあると言える。
これは、効率的な店舗運営や従
業員の生産性向上が進んでいるこ
とを示唆している。

・・・

眼鏡市場は、上位１００社によ
る寡占化が進んでおり、彼らの売
上高と平均単価が市場全体に大き
な影響を与えている。平均単価は
全体的に上昇傾向にあるものの、
低価格帯商品が依然として市場の
主流である。
上位企業は、効率的な店舗運営
や従業員の生産性向上によって、
１店舗当たりの売上高を増加させ
ている。

１店舗当たりの平均売上高と
従業員数の動向

ま と め


